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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 6,533 △3.3 △153 ― △158 ― △71 ―
26年3月期第1四半期 6,759 △21.2 △6 ― △28 ― 232 △5.7

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 82百万円 （△72.8％） 26年3月期第1四半期 303百万円 （424.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 △1.79 ―
26年3月期第1四半期 5.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 32,415 9,182 28.3
26年3月期 29,022 9,219 31.8
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 9,182百万円 26年3月期 9,219百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） ― ― 3.00 3.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,500 △3.5 130 △26.0 90 △41.7 1,600 339.3 40.13
通期 29,000 △1.1 400 80.8 300 69.9 1,800 419.0 45.15



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料5ページ「2.(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料5ページ「2.(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料4ページ「1.(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 40,697,476 株 26年3月期 40,697,476 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 832,036 株 26年3月期 831,594 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 39,865,726 株 26年3月期1Q 39,874,394 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果もあり、企業収益の改善が見ら

れ、景気はゆるやかな回復基調となりました。一方、個人消費は消費増税前の駆け込み需要の反動による消費の

落ち込みなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。  

このような環境下にあって当社グループは、2014～2016 年を計画期間とする「成長と効率化のグループシナジ

ー経営の実現」を基本方針とした新中期経営計画を策定いたしました。現状からの脱却を目指し次の発展を期す

るため、グループの成長基盤を固める基礎作りの３ヵ年計画とし、｢成長｣「効率化」「シナジー」の３つのキー

ワードを基本戦略と位置づけてスタートしました。 
以上の結果、当第 1四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は６５億３千３百万円と前年同期と比べ、

２億２千５百万円（３．３％）の減収、営業損失は１億５千３百万円と前年同期と比べ、１億４千６百万円の減

益、経常損失は１億５千８百万円と前年同期と比べ、１億２千９百万円の減益、四半期純損失は７千１百万円と

前年同期と比べ、３億３百万円（前年同期は純利益２億３千２百万円）の減益となりました。 

 

 セグメントの状況は以下のとおりです。 

〔和装事業〕 

ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、経営管理・組織運営の改善と強化、

催事以外での売上拡大策の実施等に取り組んでまいりましたが、消費増税前の駆け込み需要の反動による消費

の落ち込みの影響をうけ、催事販売が苦戦し、減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は１６億９千７百万円（前年同期比１１．１％減）、セグメント損失（営

業損失）は１億４千８百万円（前年同期はセグメント損失７千９百万円）となりました。 

 

〔洋装事業〕 

ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業につきましては、春夏物の受注減少傾向に歯止めがかかり売

上高は前年を上回り、経費節減の効果もあり収益は改善しました。 

ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム事業及びＯＥＭ・婦人テキスタイル事業につきましては、

ユニフォーム事業は大口受注物件の減少から減収減益となりましたが、黒字基調を維持しております。ＯＥ

Ｍ・婦人テキスタイル事業は、売上高は前年を上回り、仕入コストの管理を徹底したことにより収益は改善し

ました。ツカモトユーエス株式会社としましては減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は２３億３千４百万円（前年同期比１２．６％減）、セグメント利益（営

業利益）は、３千４百万円（前年同期はセグメント利益１億５千３百万円）となりました。 

 

〔ホームファニシング事業〕 

市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、売上高は前年第２四半期後半に出店したア

ウトレット直営店が寄与し増収となりました。損益は経費増の影響で、前年並みにとどまり営業損失の計上と

なりました。 
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以上の結果、当事業分野の売上高は９億５千９百万円（前年同期比１６．４％増）、セグメント損失（営業

損失）は６千９百万円（前年同期はセグメント損失７千３百万円）となりました。 

 

〔健康・生活事業〕 

ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、家庭用クリーナーの販売が引き続き堅調

に推移し、売上高は前年を上回り、増収増益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は１２億３千９百万円（前年同期比６．５％増）、セグメント利益（営業

利益）は１千３百万円（前年同期はセグメント損失１千９百万円）となりました。 

 

〔建物の賃貸業〕 

株式会社ツカモトコーポレーションにおける建物の賃貸業につきましては、新規テナント誘致が進み、売上

高は増収となりましたが、修繕費用の計上により減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は２億２千３百万円（前年同期比３．７％増）、セグメント利益（営業利

益）は、５千５百万円（前年同期比１５．６％減）となりました。 

 

〔その他事業〕 

倉庫業は新規取引先の開拓が奏功し増収となりましたが、新規営業所の開設費用等の計上により営業損失の

計上となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は２億３千１百万円（前年同期比７４．４％増）、セグメント損失（営業

損失）は２千２百万円（前年同期はセグメント利益５百万円）となりました。 

 

 

(２)財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間の資産の部は、前連結会計年度に比べ、現金及び預金が賃貸用不動産の取得により

３８億７千９百万円減少、受取手形及び売掛金が９億５百万円減少、たな卸資産が４億６千４百万円増加、前払

費用が１億１千４百万円増加、その他の未収入金が１億６千１百万円増加したこと等により流動資産が４０億３

千万円の減少となりました。また、賃貸用不動産の取得により建物が１８億６千万円、土地が５３億２千７百万

円増加し、投資有価証券が２億１千５百万円増加したこと等により固定資産が７４億２千３百万円増加し、資産

合計は３３億９千２百万円増加の３２４億１千５百万円となりました。 

また負債の部では、支払手形及び買掛金が２億６千３百万円減少、短期借入金が賃貸用不動産の取得費等のた

め３４億９千６百万円増加したこと等により流動負債が３２億２千９百万円の増加となりました。この短期借入

金の増加分の解消は当第２四半期を見込んでおります。また、長期借入金の１億６百万円の減少、長期預り金の

２億５千７百万円の増加等により固定負債が２億円増加し、負債合計は前連結会計年度末に比べ３４億３千万円

増加し、２３２億３千２百万円となりました。 

 純資産は株主資本合計が１億９千万円減少し、その他の包括利益のその他有価証券評価差額金が１億３千９

百万円増加したこと等により、純資産合計は前連結会計年度末に比べ３千７百万円減少し、９１億８千２百万円

となりました。 
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キャッシュ・フローの状況の分析 

当第１四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は３１億

４千３百万円で前連結会計年度末より３８億７千９百万円減少、また、前年同四半期と比べ３８億９千５百万

円の減少となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は１億８百万円（前年同期は３千１百万円

の増加）となり、これは主に売上債権の減少額が、税金等調整前四半期純損失の計上と、たな卸資産の増加

額及び仕入債務の減少額を上回ったこと等によるものであります。この結果、前年同四半期と比べて７千６

百万円の増加となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は７２億４千４百万円（前年同期は１億７

千３百万円の減少）となり、これは主に賃貸用不動産取得による支出等によるものであります。この結果、

前年同期と比べて７０億７千１百万円の減少となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は３２億５千７百万円（前年同期は１億４

千８百万円の減少）となり、これは主に賃貸用不動産取得のため調達された短期借入れによる収入が、長短

借入金の返済による支出を上回ったこと等によるものであります。この結果、前年同期と比べて３４億６百

万円の増加となりました。 

 

 

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

国内経済の状況は、政府による経済政策の効果もあり、企業収益の改善が見られ、景気はゆるやかな回復基調

を示しております。一方で、海外調達の側面からは、人件費の高騰、円安・通貨高など顕在化したチャイナリス

クへの対応を迫られるなど、決して楽観を許さない状況が続くものと思われます。 

このような環境下にあって当社グループは、2014～2016 年を計画期間とする「成長と効率化のグループシナジ

ー経営の実現」を基本方針とした新中期経営計画を策定いたしました。現状からの脱却を目指し次の発展を期す

るため、グループの成長基盤を固める基礎作りの３ヵ年とし、「生活者価値の創造を目指すライフスタイル提案

型企業グループの基盤の確立」を推進してまいります。 

連結業績予想としましては、現段階で平成２６年５月1５日発表の連結業績予想の修正は行っておりません。

ただし、第２四半期連結累計期間及び通期の業績見込みについて見直しが必要と判断した場合には、速やかに開

示致します。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第 1 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

「退職給付会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年 5 月 17 日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年５月 17

日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67

項本文に掲げられた定めについて当第 1 四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用

の計算方法の見直しを行っております。 

なお、従来の計算方法から変更が生じなかったため、当第 1 四半期連結財務諸表に与える影響はあり

ません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 7,033 3,153 

    受取手形及び売掛金 5,168 4,262 

    有価証券 101 101 

    たな卸資産 2,703 3,167 

    その他 1,208 1,498 

    貸倒引当金 △20 △19 

    流動資産合計 16,195 12,165 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 2,232 4,095 

      土地 6,667 11,994 

      その他（純額） 268 259 

      有形固定資産合計 9,168 16,349 

    無形固定資産     

      その他 97 91 

      無形固定資産合計 97 91 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 3,292 3,507 

      その他 346 377 

      貸倒引当金 △77 △75 

      投資その他の資産合計 3,561 3,809 

    固定資産合計 12,826 20,249 

  資産合計 29,022 32,415 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 5,459 5,196 

    短期借入金 5,590 9,086 

    未払消費税等 70 34 

    未払法人税等 43 39 

    繰延税金負債 9 7 

    返品調整引当金 62 53 

    その他 860 906 

    流動負債合計 12,095 15,325 

  固定負債     

    長期借入金 4,805 4,698 

    繰延税金負債 2,010 2,098 

    再評価に係る繰延税金負債 14 14 

    退職給付に係る負債 291 264 

    役員退職慰労引当金 42 43 

    資産除去債務 20 20 

    その他 520 766 

    固定負債合計 7,706 7,906 

  負債合計 19,802 23,232 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,829 2,829 

    資本剰余金 709 709 

    利益剰余金 5,109 4,918 

    自己株式 △99 △99 

    株主資本合計 8,549 8,358 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 632 771 

    繰延ヘッジ損益 2 △2 

    土地再評価差額金 7 7 

    為替換算調整勘定 5 4 

    退職給付に係る調整累計額 22 43 

    その他の包括利益累計額合計 670 824 

  純資産合計 9,219 9,182 

負債純資産合計 29,022 32,415 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 6,759 6,533 

売上原価 4,922 4,785 

売上総利益 1,836 1,747 

返品調整引当金繰入額 55 53 

返品調整引当金戻入額 63 62 

繰延リース利益繰入額 2 1 

繰延リース利益戻入額 0 0 

差引売上総利益 1,841 1,755 

販売費及び一般管理費     

  広告宣伝費 152 129 

  旅費及び交通費 140 133 

  荷造運搬費 157 153 

  貸倒引当金繰入額 9 △2 

  給料 615 633 

  賞与 69 70 

  退職給付引当金繰入額 54 - 

  退職給付費用 - 50 

  役員退職慰労引当金繰入額 0 0 

  福利厚生費 148 149 

  業務委託費 125 140 

  減価償却費 24 27 

  賃借料 55 85 

  その他 295 335 

  販売費及び一般管理費合計 1,848 1,909 

営業損失（△） △6 △153 

営業外収益     

  受取利息 7 7 

  受取配当金 11 9 

  保険配当金 5 5 

  為替差益 - 1 

  その他 10 18 

  営業外収益合計 34 43 

営業外費用     

  支払利息 40 35 

  手形売却損 3 5 

  為替差損 7 - 

  その他 5 6 

  営業外費用合計 55 47 

経常損失（△） △28 △158 
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                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

特別利益     

  固定資産売却益 151 - 

  関係会社株式売却益 151 - 

  特別利益合計 303 - 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

274 △158 

法人税、住民税及び事業税 △13 △86 

法人税等調整額 55 - 

法人税等合計 42 △86 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） 

232 △71 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 232 △71 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） 

232 △71 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 63 139 

  繰延ヘッジ損益 5 △5 

  為替換算調整勘定 1 △1 

  退職給付に係る調整額 - 21 

  その他の包括利益合計 70 153 

四半期包括利益 303 82 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 303 82 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

274 △158 

  減価償却費 50 54 

  有形及び無形固定資産除却損 0 0 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △2 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 - 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 6 

  その他の引当金の増減額（△は減少） △8 △8 

  受取利息及び受取配当金 △18 △16 

  支払利息 40 35 

  有価証券売却損益（△は益） △151 - 

  為替差損益（△は益） 7 △1 

  固定資産売却損益（△は益） △151 - 

  売上債権の増減額（△は増加） 492 910 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △319 △465 

  仕入債務の増減額（△は減少） 84 △240 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △10 △148 

  その他 △251 180 

  小計 54 146 

  利息及び配当金の受取額 49 50 

  利息の支払額 △42 △40 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △29 △48 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 31 108 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形及び無形固定資産の取得による支出 △45 △7,183 

  投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出 

△97 - 

  貸付けによる支出 - △30 

  その他の支出 △30 △31 

  その他の収入 0 0 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △173 △7,244 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入れによる収入 696 4,614 

  短期借入金の返済による支出 △606 △1,067 

  長期借入れによる収入 500 - 

  長期借入金の返済による支出 △600 △156 

  リース債務の返済による支出 △17 △13 

  自己株式の取得による支出 △0 △0 

  自己株式の処分による収入 0 - 

  配当金の支払額 △120 △119 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △148 3,257 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △290 △3,879 

現金及び現金同等物の期首残高 7,329 7,023 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,039 3,143 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

 Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 25 年 4月 1日  至 平成 25 年 6 月 30 日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

計

セグメント利益又
はセグメント損失
(△)

売上高

報告セグメント

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の
計

その他
合　計

賃 貸 業 （注）

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

1,1632,672
外部顧客に対する
売上高

00

1,908

11

813

930

46

2,672

153

1,163

△ 19

6,785

105

65

215

△ 79

1,908

△ 73

824

6,679122

51

6,917

158

6,75979

53

132

5

 

（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 46
　「その他」の区分の利益 5
　セグメント間取引消去 1
　全社費用（注） △ 60

△ 6

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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 Ⅱ 当第 1四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4月 1日  至 平成 26 年 6月 30 日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

　セグメント利益又は
　セグメント損失(△)

△ 114

6,454

96

6,358 175

56

231

△ 22 △ 137

6,685

152

6,533

2,334

34

1,697

―

△ 148 55

223

86―

1,239

13△ 69

959

10

賃 貸 業 （注）

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,2392,334
　外部顧客に対する
　売上高

949

0

1,697 136

（単位：百万円）

報告セグメント

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の
計

その他
合　計

 

（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 △ 114
　「その他」の区分の損失(△) △ 22
　セグメント間取引消去 2
　全社費用（注） △ 18

△ 153

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

（経営上の重要な契約等） 

当第 1四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。 

 

固定資産の取得 

当社は、平成26年6月16日開催の取締役会において賃貸用不動産としての固定資産の取得について、

決議を行い、平成 26 年 6月 16 日に取得契約を締結いたしました。 

１．取得の目的 

当社の賃貸用不動産として取得するものであり、今後の安定的な収益機会を確保するものです。 

２．取得資産の内容 

①売買契約日  平成 26 年 6 月 16 日 

②引渡日    平成 26 年 6 月 30 日 

③内容     土地  所在地  目黒区東山一丁目 1263 番 14 他 

敷地面積 1,227.49 ㎡ 

建物  建物構造 鉄骨・鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根 地下 1階付 6階建 

建物面積 6,533.30 ㎡ 

④取得価額   6,850 百万円 
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